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水は貴重な財産です
　昨年の町水道使用量は、350，695㌧です。

これは，1ケ月に29，224㌧。これから，水の

使用量が増える8月は昨年、33，429㌧でした。

これは、1日あたり、1，078．3㌧と普段の月よ

り145．6㌧多く使います。
　　　　じやぐち
　水は、蛇口を回せば出てくるのが当然一

でも、災害や水不足が起きたとき、それは当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛇口をしめて次の人に交替です（松代保育園）

たり前ではなくなります。人間はもとより、あらゆる動植物にとって必要

なものは、まず水。水は生命の源です。「当たり前Jなのではなく「水は

大切なもの」として、ふだんから無駄遣いしないよう気をつけましょう。
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東京発・文芸、松代の自然……⑩⑪

町の情報・ふるさと見て歩き…⑫⑬
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o
建
設
予
定
地
の
経
緯

　
施
設
用
地
の
造
成
を
早
く
か
ら
行

う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
用
地
の

選
定
を
行
う
目
的
で
「
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
企
画
建
設
協
議
会
」
（
会

長
　
石
野
英
二
議
会
議
長
）
を
発
足
。

平
成
9
年
m
月
3
1
日
に
第
1
回
目
の

会
合
を
持
ち
、
そ
の
後
平
成
1
0
年
12

月
1
0
日
、
第
5
回
協
議
会
に
お
い
て

3
地
区
に
候
補
地
を
し
ぼ
っ
て
答
申

を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に

お
い
て
、
用
地
等
条
件
の
整
っ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
申
請
が
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
立
松
代
高
校
に
隣

接
す
る
太
平
字
向
原
地
区
に
建
設
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
平
成
1
0
年
12

月
2
1
日
、
今
回
の
基
本
と
な
る
最
初

の
計
画
書
を
国
お
よ
び
県
に
提
出
し

ま
し
た
。

o
施
設
の
概
要

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
く
ほ

　←上越方面　国道253号線　至十日町方面
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配置図

く
の
里
」
（
仮
称
）
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
2
階
建
て
、
延
べ
3
千
平

方
㌶
。
1
階
は
、
事
務
室
、
会
議
室
、

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
厨
房
と

な
っ
て
い
ま
す
。
2
階
は
、
食
堂
、

医
務
室
、
寮
母
室
に
ベ
ッ
ド
5
0
床
と

短
期
入
所
用
1
0
床
の
60
床
と
介
護
状

況
に
応
じ
た
部
屋
の
間
取
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
屋
根
の
雪
処

理
は
、
融
雪
に
よ
る
方
法
を
と
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
国
道
鵬
号
線
か
ら

の
出
入
口
道
路
は
、
松
代
オ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
に
隣
接
し
て
取
り
付
け
、
駐
車

場
を
設
け
る
る
ほ
か
、
東
側
の
農
道

か
ら
の
乗
り
入
れ
も
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
事
業
費
は
、
12
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
な
お
、
位
置
は
右
配
置
図

の
と
お
り
で
、
建
設
内
部
は
、
3
ぺ
ー

ジ
平
面
図
の
と
お
り
で
す
。

夏
休
み
㎜
号
線

車
が
混
み
合
い
ま
す

　
ー
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
1

　
夏
休
み
は
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車

等
帰
省
客
で
、
国
道
鵬
号
線
の
交
通

量
が
増
え
ま
す
。
運
転
す
る
人
は
、

安
全
速
度
で
、
歩
行
者
や
自
転
車
に

乗
る
子
ど
も
に
注
意
し
て
運
転
し
ま

し
よ
・
つ
。

　
ま
た
、
家
庭
や
地
域
で
も
、
自
転

車
の
乗
り
方
、
歩
行
や
道
路
の
横
断

に
つ
い
て
確
認
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。
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資
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線号

　
5
3

　
2

件数 死者 傷者

東頸城
（田0．7月末）

21件
（20）

2名

（0）

27名

（25）

松代町
（田0．7月末）

5件

（6）

0名

（0）

7名

（9）

2
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o
運
営
主
体

　
こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運

営
は
、
松
之
山
町
の
「
東
頸
福
祉
会
」

が
、
す
で
に
同
町
内
で
開
所
し
て
い

る
「
不
老
閣
」
と
あ
わ
せ
て
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
独
自
の
法
人
を
新
た

に
設
立
す
る
に
は
許
認
可
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
。
ま
た
、
新
た
な
法
人

を
つ
く
っ
て
も
、
事
務
部
門
の
人
材

の
人
材
育
成
に
さ
ら
に
時
間
を
要
す

る
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
町
で
は
す
で

に
「
不
老
閣
」
の
運
営
で
実
績
の
あ

る
東
頸
福
祉
会
に
、
「
ほ
く
ほ
く
の
里
」

（
仮
称
）
の
運
営
に
つ
い
て
依
頼
し
た

も
の
で
す
。
「
今
回
の
建
設
は
、
同
福

祉
会
の
協
力
に
よ
り
実
現
し
た
と
こ

ろ
が
大
き
い
」
と
町
内
の
関
係
者
も

同
法
人
の
協
力
的
な
姿
勢
を
高
く
評

価
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
同
法
人
は
、

松
之
山
町
が
最
大
の
出
資
者
で
、
一

　
〇

部
を
他
の
郡
内
5
町
村
が
出
資
し
て

い
る
法
人
で
す
．

　
こ
う
し
て
同
法
人
の
協
力
に
よ
り

運
営
は
行
わ
れ
ま
す
が
、
経
理
上
は

独
立
採
算
性
で
あ
り
、
松
代
の
施
設

の
費
用
は
、
松
代
町
が
ま
か
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

o
遺
跡
へ
の
対
応

　
町
で
は
、
建
設
予
定
地
が
平
成
1
0

年
度
の
向
原
遺
跡
調
査
地
区
を
一
部

含
む
こ
と
か
ら
、
県
と
協
議
を
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
n
年
度
調
査
を
早

め
、
す
で
に
調
査
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
建
設
工
事
で
は
、
遺
跡
を
損
傷
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
計
画
予
定
地
を

盛
り
土
し
た
う
え
で
、
建
設
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　平成12年9月オープン予定の特

別養護老人ホーム「ほくほくの里

（仮称）」の建設に伴ない、社会福

祉法人東頸福祉会の職員を次のと

おり募集します。

◇職種および受験資格等　下表参照

◇応募できる人の居住範囲

　通勤可能な人に限ります。

◇勤務場所　オープンする施設の

　ほか特別養護老人ホーム「不老

　閣」および松代町、松之山町の

　デイサービスセンター施設。

◇採用選考期日

　第1次選考（書類）　9月中旬

　第2次選考（面接）　10月上旬

◇選考結果　1次選考結果は、全

　員に9月下旬、合否の通知をし

　ます。2次選考結果は、10月中旬

　に合否を通知します。なお、2

　次選考会場は松代町役場を予定、

◇職員採用予定日

　平成12年8月1日

◇応募の方法

　松代町役場住民課内特別養護老

　人ホーム建設準備室に用意して

　ある受験申込書にて申込む。

◇申込期限

　9月10日㈹郵送の場合は、10日

　消印のあるものは有効とします。

◇受験申込及び問い合わせ先

　松代町役場住民課内特別養護老

　人ホーム建設準備室（智02559－

　7－2220内線28）〒942－1592東頸

　城郡松代町大字松代3252－1

職種および受験資格

名
称
募
集

今
回
建
設
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
平
成
1
2
年
9
月
開
所
予
定
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
く
ほ
く
の
里
」

（
仮
称
）
の
名
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
親
し
み
の
あ

る
名
称
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
応
募
方
法
〉
官
製
ハ
ガ
キ
に
1
枚

に
1
点
の
名
称
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
・

な
お
、
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
募
集
期
限
〉

　
9
月
2
4
日
㈹
当
日
消
印
有
効

〈
景
品
〉
採
用
分
（
応
募
多
数
の
場

　
合
は
抽
選
に
よ
る
）
に
は
、
景
品

　
を
差
し
上
げ
ま
す
。

〈
発
表
〉
広
報
n
月
号
掲
載

〈
応
募
先
・
問
い
合
せ
〉

　
左
記
表
上
の
申
込
欄
と
同
じ

職種 採用
予定数

応募資格
資格・免許 年令、H12・

4・1現在

事務員 1名

高秘喋以上の学力を百

し自動車運転免許、ワー

ブロおよびノ∪コン躁作

のできる人

30～50歳

生活相談員 1名

社会福祉主事又は同

等以上の有資格者で、

自動車運転免許を有

する入

20～50歳

看護職員 2名
臨時4

看護婦又は、準看護婦免

許硝する人または資格

取得見込みの人

20～58歳

介護職員 15名
臨時1

健康で入所老人の介

護に耐える体力と愛

情、熱意のある人

18～50歳

栄養士 1名
管理糠士または栄養士

の資格を有する人
22～45歳

宿直代行員 パート2 自動車運転免許を有する人 18～62歳

目直代行員 パート2 自動車運転賂を有する人 18～60歳

3



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　コア　　　　ゑ

　7月23日～26日にかけて、田沢・菅刈の子ども達と八王

子市職員組合が募集した4年生以上の子ども達18名が、旧

菅刈小学校を中心に3日間体験学習をしながら交流を深め

ました。

　今年で、夏開催の交流事業は3回目とな｝）、地元の子ど

も達も慣れた様子。というのも、八王子市職員組合の交流

事業を担当している方が当初から関わっていることが大き

いようです。そうした、配慮もあって、子ども達はお互い

にすっか彰）うちとけ、交流を楽しんでいました。

　町内3校の小学校児童67名が7月23日～26日にかけて同

大学理工学部が行っている科学実験「ユニラブ」を体験。

今回は、学校の体験授業として訪問しました。「期間中は、

グループによる行動で、日程の計画、移動からすべて児童

に任せて行いました。引率の教職員は、そうした行動を後

ろでフォローすることに徹しました。なによりも普段の生

活とは違う体験から自分達で判断し行動することの大切さ

を身につけてほしいと思いました。」とは、今回の事業責任

者として引率にあたった松代小萬羽校長先生の言葉。

　特別に、大隈講堂にも入『）、「将来は、早稲田へ行くぞ。」

と夢をふくらませたり、「いろいろな人がいっぱいいたけど、

やっぱり松代もいいところだよ。」と話す児童もいました。

「子どもは、一回童）たくましくなったのではないでしょう

か」とは、引率にあたった先生の言葉。その分先生方は、

やせたのではないでしょうか。　　　　　　　（事務局）

響
嚢

　　　　　　　　　　　暴　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　記　　　　　　　　．、薮

　　　　　　　藝
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7
月
2
3
日
、
町
民
第
ー
プ
ー
ル
で
、

20
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
、
大
会
会
長
の
松
代
小
萬
羽

で
す
。
　
一
つ
上
の
大
会
を
目
指
し
て

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ま
た
、

て
く
だ
さ
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
児
童

に
エ
ー
ル
を
お
く
っ
て
匝
ま
し
た
・

　
選
手
を
代
表
し
て
、
奴
奈
川
小
6

年
生
斉
木
智
美
さ
ん
は
「
精
一
杯
が

松
代
町
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、
今
年
で
第

校
長
先
生
は
「
最
近
、
上
越
大
会
参

加
記
録
に
近
づ
い
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
も
好
タ
イ
ム
が
期
待
で
き
そ
う

高
橋
教
育
長
は
「
ま
だ
プ
ー
ル
で
の

授
業
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
練

習
不
足
も
あ
る
で
し
よ
う
が
、
ベ
ス

ト
を
つ
く
し
て
み
な
さ
ん
が
ん
ば
っ

ん
ば
り
ま
す
」
と
、
暑
い
中
を
力
強

く
宣
誓
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
種
目
の
1
位
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
5
0
㌶
自
由
形
女
子
5
年
佐
藤
愛
（
奴

小
）
・
6
年
斉
木
智
美
（
奴
小
）
／

男
子
5
年
五
十
嵐
太
博
（
松
小
）
・

6
年
鈴
木
康
彦
（
松
小
）
▼
2
5
厨
自

由
形
女
子
5
年
鈴
木
杏
美
（
松
小
）
・

6
年
山
本
睦
美
（
孟
小
）
／
男
子
5

年
中
沢
成
一
（
奴
小
）
・
6
年
斉
木

明
徳
（
孟
小
）
▼
5
0
屑
背
泳
ぎ
女
子

6
年
斉
木
智
美
（
奴
小
）
．
／
男
子
5

年
斉
藤
裕
太
（
松
小
）
▼
2
5
㌶
背
泳

ぎ
女
子
5
年
佐
藤
恵
（
奴
小
）
／
男

子
5
年
中
沢
成
一
（
奴
小
）
・
6
年

石
田
道
春
（
孟
小
）
▼
50
㌶
平
泳
ぎ

女
子
5
年
佐
藤
愛
（
奴
小
）
・
6
年

小
嶋
ち
え
み
（
孟
小
）
／
男
子
6
年

富
澤
雅
人
（
松
小
）
・
5
年
五
十
嵐

太
博
（
松
小
）
▼
2
5
㌶
平
泳
ぎ
女
子

5
年
佐
藤
愛
（
奴
小
）
・
6
年
山
本

睦
美
（
孟
小
）
／
男
子
5
年
柳
隼
人

（
孟
小
）
・
6
年
斉
木
重
樹
（
孟
小
）

▼
2
5
㌶
バ
タ
フ
ラ
イ
6
年
女
子
岩
崎

知
里
▼
混
成
㎜
㌶
リ
レ
ー
孟
地
小
3

分
0
4
秒
6
7
（
大
会
新
）
▼
女
子
㎜
㌶

リ
レ
ー
松
代
小
▼
男
子
㎜
㌶
リ
レ
i

松
代
小

4



　
7
月
2
1
日
、
松
代
小
学
校
の
体
育

館
で
、
松
代
町
緑
の
少
年
団
の
団
結

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
少
年
団
は
、
森
林
の
学
習
活

動
を
と
お
し
て
自
然
に
親
し
む
こ
と

を
目
的
に
昭
和
4
9
年
に
結
成
さ
れ
た

の
が
は
じ
ま
り
で
す
。
県
内
で
は
、

市
町
村
単
位
に
結
成
。
そ
の
数
は
、

現
在
5
4
団
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
今
回
、
同
小
学
校
を
モ
デ
ル
に
5
・

6
年
生
を
対
象
に
5
8
名
の
団
員
で
発

足
し
ま
し
た
。

　
団
結
式
で
は
、
緑
の
少
年
団
育
成

会
長
の
関
谷
町
長
は
「
人
間
が
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
な
酸
素
を
得
る

に
は
、
人
間
一
人
に
1
7
本
の
木
が
必

要
で
す
。
自
然
豊
か
な
松
代
で
、
野

外
活
動
を
と
お
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
森
林
に
つ
い
て
学
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
上
越
林

業
事
務
所
の
皆
川
林
業
課
長
は
「
森

林
は
、
緑
、
空
気
、
動
物
を
育
て
て

　
7
月
1
5
日
、
総
合
体
育
館
に
お
い

て
第
2
4
側
松
代
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
ぬ
。
こ
れ
は
、

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
小
堺
陽
七

郎
会
長
）
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
当

日
は
、
選
手
や
応
援
を
す
る
人
を
含

め
㎜
人
が
タ
ル
転
が
し
リ
レ
ー
や
ス

リ
ッ
パ
飛
ば
し
ゲ
ー
ム
な
ど
ア
イ
デ

ア
い
っ
ぱ
い
の
7
種
目
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
数
井

保
健
婦
は
、
「
こ
う
し
て
毎
年
集
う
こ

と
は
大
切
で
意
義
あ
る
こ
と
で
す
。

普
段
か
ら
適
度
な
運
動
を
し
、
仲
間

つ
く
り
を
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
支
え
あ
っ
て
、
健
康
づ
く
り

を
す
す
め
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
結
果
の
方
は
、
奴
奈
川
チ
ー

ム
が
総
合
優
勝
。
優
勝
チ
ー
ム
を
中

心
に
来
る
8
月
2
0
日
、
牧
村
で
行
わ

れ
る
郡
大
会
に
参
加
の
予
定
で
す
。

ご
健
闘
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
（
事

務
局
）

い
ま
す
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
頭
を

良
く
す
る
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
が
ふ
く

ま
れ
て
い
ま
す
。
算
数
が
苦
手
な
人

に
は
、
森
林
で
遊
ぶ
こ
と
を
す
す
め

ま
す
。
日
ご
ろ
の
学
習
も
大
切
で
す

が
、
緑
を
育
て
は
ぐ
く
む
こ
と
も
、

大
切
で
す
」
と
エ
ー
ル
を
お
く
っ
て

－
い
ま
し
た
。

　
団
員
を
代
表
し
て
6
年
生
の
鈴
木

牧
子
さ
ん
は
「
緑
の
少
年
団
の
言
貝

と
し
て
、
自
然
を
愛
し
緑
を
大
切
に

し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　7月14日、関谷町長は、犬伏

あめやさんを訪れて、この日め

でたく百歳を迎えた松山センさ

んを表敬訪問しました。

　明治32年生まれの松山さんは

「最近、ちょっと足腰が弱った」

とはいうものの達者そのもので
した。

　誕生日となるこの日は、近所

にお住まいの妹の柳ヨシさん
（屋号げんぞう）も駆けつけたと

のこと。妹の柳さんも92歳。ご

家族の方と一緒に百歳を祝って

いました。

　松山さんに元気な秘訣をたず

ねると「好き嫌いなく何でもた

べること」だそうです。ちなみ

に好物は、魚だそうです。

　現在は、「ひ孫の舞ちゃん（6）

と拓也君（孟地小1）相手に、

7人家族、毎日にぎやかに過ご

しています」、とのことです。

　なお、百歳以上の方は、町内

で3人となります。

　これからも、末永くお幸せに、

長生きをしてもらいたいもので

す。そして、かわいいひ孫さん

をはじめ、子どもたちに昔話を

してあげてください。（事務局）

ひ
こ
亟
¢
蕊
先
に
運
動
会

　
　
犬
伏
蘇
脊
園

　
　
　
　
　
　
磁　　　　　　　　　　　　　翻

　　　　　　　　　　　お濾　　　　　　　　　　撫　　　　　　　　　　煮　　　　　　　　　り

　　　　　　　灘

　　　　講
　　、欝醗

　
犬
伏
保
育
園
で
は
、
行
事
の
重
な

る
m
月
を
さ
け
て
、
は
じ
め
て
7
月

に
行
っ
た
と
の
こ
と
。

　
開
催
日
1
8
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

で
、
当
初
予
定
し
て
い
た
保
育
園
広

場
か
ら
孟
地
小
学
校
体
育
館
に
会
場

を
移
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
会
場
は
か
わ
っ
て
も
、
道
具
の
出

し
入
れ
を
小
学
生
が
手
伝
っ
て
く
れ

る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
、
楽
し
い
運
動
会
で
し
た
。
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財葛爵韓罠決忠
任期は、平成隅箏7月旧日まで

濃地餌芝な彦、』
　　何奪もご棺談ください

閥い合わせ：農業委員会事務属（役場3階議

　　　　　　饗7一愛2Q内線4Q簸64

　
3
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
な
う
農

業
委
員
会
委
員
の
立
候
補
届
け
が
7

月
6
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
立
候
補
者
が
委
員
定

数
と
同
数
で
、
無
投
票
と
な
り
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
は
、
こ
の
選
挙
に

よ
る
委
員
1
0
人
と
選
任
団
体
の
推
薦

に
よ
る
委
員
3
人
の
合
計
B
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
選
任
団
体
は
町
議
会
と
十

日
町
農
協
、
人
数
内
訳
は
そ
れ
ぞ
れ

2
人
と
1
人
で
す
。

瓢
萎
環
の
皆
欝
麓
．

　
新
委
員
に
よ
る
初
会
合
を
7
月
2
2

日
に
行
い
、
新
し
い
会
長
お
よ
び
職

務
代
理
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
合
わ

せ
て
紹
介
し
ま
す
。
【
敬
称
省
略
・
1

号
議
員
よ
り
順
に
掲
載
　
氏
名
・

（
　
）
は
年
齢
・
地
区
・
〔
　
〕
は
、

選
任
別
】

難

むらやましげかず　　　　すずき　たいちろう　　　　やまもとこういち

村山重一⑯鈴木太一郎⑬山本耕一㊤の
室野〔選挙〕　　松代〔選挙〕　　犬伏〔議会〕

　　　　　　　会長職務代理　　　会　長

むらやままさゆき

村山政行㈹
室野〔選挙〕

　　鵡　F
まき　たのぶ　じ

牧田信二㈹
峠〔選挙〕

簸
碧
．
、

鍵嚢．

　　　　　　　　鵡藁、　　ダ
いのうえかつお　　　　　　こやませいいち

井上勝夫㊤⇔　小山征一㈹

小池〔選挙〕　桐山丙〔選挙〕

こさかいさだお

小堺貞男㈹
松代〔農協〕

いけださぶろう　　　　かさはら　ひとし

池田三郎㈲　笠原　等6①

仙納〔議会〕　小荒戸〔選挙〕

　癒　　　　謬
やまぎししげあき　　　　やまがとしお

山岸重昭㈱　山賀敏夫6◎

蒲生〔選挙〕　小屋丸〔選挙〕

　　⑬
やなぎ　　てるお

柳　照雄㈱
苧島〔選挙〕

　
饗
業
婁
耀
の
叢
数
軽
叢
．

◆
現
在
町
に
は
、
4
7
名
が
認
定
農
業

　
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ

　
う
し
た
認
定
農
業
者
を
は
じ
め
と

　
し
た
農
業
者
へ
の
農
地
利
用
集
積

　
や
経
営
改
善
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
農
業
委
員
は
、
地
域
の
「
世
話
役
」

　
「
規
範
」
と
し
て
農
家
の
相
談
に
応

　
じ
て
い
ま
す
。

◆
集
落
の
声
を
集
め
て
行
政
に
建
議
、

　
諮
問
に
答
申
し
ま
す
。

◆
地
域
農
業
と
優
良
農
地
の
保
全
確

　
保
、
農
地
情
報
な
ど
の
一
元
管
理

　
を
す
す
め
ま
す
。

◆
農
業
者
年
金
の
加
入
と
受
給
手
続

　
き
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
新
委
員
か
ら
は
、
こ
う
し
た
仕
事

を
と
お
し
て
、
今
後
の
町
農
政
や
地
域

農
業
の
指
導
的
立
場
か
ら
大
い
に
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
農
地
流
動
化
や
農
業
後
継
者
問
題
、

農
業
者
年
金
の
こ
と
な
ど
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

6

関谷　　力さん
　（松代・73歳）

　関谷力さんが地方教育行政

功労者表彰を受けられました。

多年にわたる教育への功績が

認められたものです。

《関谷力氏経歴》昭和53年10

月教育委員（7年在職）、昭和

60年10月から現在まで13年間

教育委員長をつとめる。この

間小中学校13校の統廃合があっ

たほか複式学級の改善に取り

組まれました。このほか昭和

28年4月1日から今日まで45

年間学校医として児童生徒お

よび教職員の健康管理に力を

そそがれ、側面からも学校教

育へご尽力いただいています。

市川明治さん
　（松代・77歳）

　7月15日付けで、市川明治

さんが青少年健全育成功労者

表彰を受けられました。青少

年育成のための組織を指導す

るなど青少年健全育成への功

績が認められたものです。

《市川明治氏経歴》昭和55年

に設立した町青少年育成町民

会議に松代小学校長在職中か

ら役員として参画。昭和59年

よぴ）会長に就任して現在に至

ります。



《
対
象
は
認
定
者
》

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
寝
た
き
り
や

痴
呆
、
虚
弱
な
ど
介
護
が
必
要
と
認

定
さ
れ
た
人
で
す
。

《
申
　
請
》
（
受
付
は
1
0
月
）

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、
役
場

介
護
保
険
係
ま
た
は
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

《
認
定
ま
で
の
流
れ
》

、…欝難辮欝灘難覇妻1き，難搬灘翼、

．癖羅癬簾璽籍灘難災拳襯辮鐵嚢難鰭蘂雛議総灘藷な繊態難i響灘講灘

態藷艦馨轍難響欝辮購灘灘鐵鐘鐵轄覇譲羅奪嚢麟鶏麩嚢鍵纏難薫聾

．…議圃麟．・羅講難壌認鑓騰騰羅藩義繕謹羅識纏藁お難趨越繊糞諜癒．．』

（申請か5サービスの利用まで

　　　　　　　介護が必要な人へ適切なサービスを提供するために、

　　　　　　　調査に基づき要介護（支援）認定を行い、サービスを提供します。

　
町
は
申
請
か
ら
3
0
日
以
内
に
次
の

手
順
で
要
介
護
認
定
を
行
い
ま
す
。

①
調
査
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、
介
護

　
を
必
要
と
す
る
人
の
心
身
状
態
を

　
調
査

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
判
定

③
か
か
り
つ
け
医
が
病
気
や
負
傷
の

　
症
状
を
書
い
た
意
見
書
を
作
成

④
介
護
認
定
審
査
会

①
～
③
の
結
果
を
も
と
に
ど
の
く
ら

い
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

の
区
分
（
要
介
護
度
）
が
決
ま
り
ま

す
。
当
町
を
含
め
、
こ
の
審
査
会
を

十
日
町
広
域
6
市
町
村
で
行
い
ま
す
。

審
査
会
の
委
員
は
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
．

⑤
判
定
さ
れ
た
要
介
護
度
の
通
知

　
要
介
護
認
定
は
、
6
つ
の
ラ
ン
ク

に
分
か
れ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
量
を
決
め
る
基
準
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
認
定
は
6
か
月
お
き
に
見
な

お
さ
れ
ま
す
。

《
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
》

　
本
人
の
心
身
状
況
や
家
庭
の
状
況

に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ
ス

計
画
）
を
作
成
し
ま
す
。
作
成
に
か

か
る
費
用
は
無
料
で
す
。

《
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
開
始
》

　
か
か
っ
た
費
用
の
1
割
の
負
担
で

利
用
で
き
ま
す
。
　
一
定
額
を
超
え
る

場
合
、
高
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。

に
介
服
が

果
よ
不
と

雛
籠

は、本人や家葱

ヨ請します。ま7

マネジャー）1；

，ては保険証が

歳以上の方全員

要
介
護
（
支
援
）
認
定

設
ビ

施
劇

　
サ

要介護（支援）認定を受けた

方や家族は要介護（支援）度

によって介護保険サービス

を選ぶことができます。また

介護支援専門員（ケアマネジ

ャー）に相談したり、ケアプラ

ンの作成を依頼できます。

サ
D
ウ
ル
紹
介
②

空
手
教
室

　
空
手
教
室
は
、
会
長
の
相
沢
勇
さ

ん
（
太
平
）
、
若
月
三
秋
さ
ん
（
犬
伏
）
、

柳
伸
宏
さ
ん
（
松
代
）
の
3
人
で
指

導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

8
月
2
9
日
に
五
泉
市
で
大
会
が
あ
り
、

大
会
に
向
け
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

○
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時

○
会
　
場
　
総
合
体
育
館

○
メ
ン
バ
ー
　
2
4
人

○
問
い
合
せ
　
相
沢
勇
さ
ん
（
電
話

　
7
1
2
9
7
7
）

、
態
　

…
，

．’・藤1
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No．8

o

，鱒歎
　　　　　　妻有

　
来
年
夏
開
催
の
大
地
の
芸
術
祭
で

　
　
し
よ
う
へ
い

は
、
招
聰
作
家
の
作
品
と
は
別
に
広

く
一
般
か
ら
の
作
品
を
対
象
と
し
た

公
募
部
門
を
設
け
て
い
ま
す
。
4
月

か
ら
6
月
に
か
け
て
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
リ
ト
ア
ニ

ア
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
海
外
か
ら
の
応

募
も
含
め
、
鵬
名
（
1
3
の
団
体
を
含

む
）
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
7
月
後
半
か
ら
8
月
前

半
に
か
け
て
、
応
募
作
家
か
ら
直
接

現
地
を
見
て
も
ら
う
「
公
募
ポ
イ
ン

ト
現
地
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

松
代
町
に
は
、
7
月
2
0
～
2
1
日
と
8

月
1
～
2
日
の
2
回
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
公
募
作
品
は
、
一
市
町
村
1
作
品

の
計
6
作
品
を
設
置
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
単
純
に
、
50
倍
の
競
争

率
と
な
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の

設
置
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
松
代
町
「
松
代
大
ス
テ
ー
ジ
」
、
十

日
町
市
「
下
条
神
明
水
辺
公
園
」
、
川

西
町
「
節
黒
城
連
絡
道
」
、
中
里
村
「
田

尻
の
川
原
」
、
松
之
山
町
「
松
之
山
温

泉
入
口
駐
車
場
」
以
上
で
す
。

　
今
後
の
予
定
は
、
n
月
末
、
作
品

の
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ン
提
出
締
切
。
1
2

月
下
旬
、
予
備
審
査
で
3
0
点
に
絞
込

み
。
年
明
け
1
月
中
旬
、
公
開
審
査

で
6
点
を
決
定
。
そ
し
て
、
2
月
～

7
月
に
作
品
制
作
。
そ
し
て
、
大
地

の
芸
術
祭
開
催
時
、
大
賞
1
点
（
賞

金
鋤
万
円
）
を
決
定
し
ま
す
。

　
大
地
の
芸
術
祭
に
向
け
て
、
松
之

山
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
川
俣
正
さ
ん
（
東
京
芸
術
大
学
教

授
）
が
松
口
集
落
内
の
林
森
を
舞
台

に
作
品
づ
く
り
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
現
場
入
り
し
た
の
は
、
川
俣
さ
ん

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
2
0
人
で
、

7
月
6
日
～
1
5
日
ま
で
の
m
日
間
、

中
学
校
寄
宿
舎
で
自
炊
を
し
な
が
ら

制
作
の
拠
点
と
な
る
場
所
に
遊
歩
道

と
現
場
作
業
小
屋
の
設
営
を
は
じ
め

た
も
の
で
す
。

滞
在
中
、
地
域
と
人
々
と
の
交
流
会

も
開
催
し
ま
し
た
。

　
川
俣
さ
ん
の
作
品
づ
く
り
は
、
長

期
的
な
計
画
の
中
に
、
住
民
を
含
め

た
現
地
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行

う
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第

2
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
こ
の
m

月
以
降
に
も
予
定
し
て
い
て
、
今
回

設
営
し
た
現
場
作
業
小
屋
を
基
点
に

作
品
制
作
を
行
う
ほ
か
、
廃
屋
の
整

備
に
つ
い
て
も
提
案
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
8
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
写

真
と
言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
越
後
妻

有
8
万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」
は
、
7

月
末
に
締
め
切
り
ま
し
た
。
お
お
ぜ

い
の
方
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
日
程
は
、
8
月
下
旬
地
元

審
査
、
9
月
中
旬
本
審
査
、
1
0
月
上

旬
に
入
選
通
知
を
し
、
下
旬
に
表
彰
、

そ
し
て
n
月
に
巡
回
展
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
結
果
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
広
報
紙
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
せ
先
　
十
日
町
地
域
広
域

　
事
務
組
合
企
画
振
興
課
（
暦
0
2

　
5
7
－
5
7
－
2
6
3
7
）

●
の
ぽ
り
線
（
十
日
町
万
面
）

◇
六
日
町
駅
（
運
賃
大
人
謝
円
）

〈
棟
方
志
功
と
ピ
カ
ソ
版
画
展
〉
▼

8
月
2
9
日
㈲
ま
で
▼
ギ
ャ
ラ
リ
i
六

日
町
▼
六
日
町
駅
下
車
東
口
▼
ピ
カ

ソ
の
名
作
「
サ
ン
タ
ン
バ
ン
ク
・
シ

リ
ー
ズ
」
全
1
5
枚
展
示
、
駅
の
中
の

小
さ
な
美
術
館
で
す
、
月
曜
休
館
▼

大
人
㎜
円
、
子
ど
も
励
円
▼
六
日
町

観
光
協
会
（
暦
0
2
5
7
1
7
2
r

7
1
7
1
）

定
期
券
、

ま
つ
だ
い
駅
で
買
え
ま
す

　
定
期
券
を
扱
っ
て
い
る
の
は
、
ふ

る
さ
と
会
館
1
階
の
「
土
産
処
ふ
る

さ
と
」
で
扱
っ
て
い
ま
す
。

〈
方
法
〉

1
、
置
い
て
あ
る
申
込
書
に
記
入
し

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2
、
定
期
運
賃
を
預
か
り
、
預
か
り

　
証
を
発
行
し
ま
す
。

3
、
預
か
り
証
と
引
換
え
に
定
期
券

　
を
渡
し
ま
す
．

4
、
定
期
券
は
、
受
け
付
け
た
週
の

　
翌
週
月
曜
に
「
土
産
処
ふ
る
さ
と
」

　
で
引
き
換
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
せ
　
　
「
土
産
処
ふ
る
さ
と
」

　
（
電
話
7
－
3
9
1
2
）
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　7月27日、ふるさと会館で、

松代中央線フリーマーケットの

趣旨説明会が行われました。こ

れは、町観光協会（樋口堅一会

長）が、各集落区長や地域づく

り団体に呼びかけて開催したも

のです。

　観光協会では、「ほくほく線を

利用してまつだい駅を利用する

人が9万人。もっと地元の土産

品を買ってもらいたい」。また、

「来年からはじまる大地の芸術

祭では、相当数の外国人が訪れ

ることから、商店街の活性化も

視野に入れていきたい」と、提

案理由を述べていました。

　当日は、約20人が、「最初は、

できることからはじめよう」、「な

ぜ、駅中央通りなのか」といっ

た声があがるなど、活発な意見

交換が行われていました。

　詳しい内容については、企画

振興課内観光協会事務局へ。（盈

7－2220内線48または7－3913）

松代中

　エミイ　ジャンセンさん
　　　　（合衆国ミネソタ州生まれ）

　州都ミネアポリスの隣りプライレ

イクで生まれました。冬は雪が120享ン

程積もケ）ます。とても寒いところで
す。

　松代町の印象は、町の人がとても

親切。また、景色もとても気に入っ

ています。

　松代は、雪が多いということです

が、私は雪が大好きです。クロカン

やスノーボードもできます。生徒に

は、スノーシュー（かんじきに似た

もの）を持ってきましたので、扱い

方を教えようと思っています。

　冬には、友人を松代に連れてくる

計画です。雪の積もる冬が、今から

楽しみです。（友人と冬の陣にも参加

してください。来年の3月12日です。

事務局）

松代高校

　マリア　アンパロさん
　（合衆国インディアナ州生まれ）

　
　
麟

　インディアナ州は、暑いところで

すが、サラっとした気候です。11歳

のときに、父が民間のボランティア

活動をしていたので、コスタリカで

暮したことがあン）ます。前任者のマッ

トさんは、松代は小さなまちだといっ

ていたので、コスタリカを想像して

いました。実際は、にぎやかなまち

ですね。今は、忙しくて淋しいなん

て思っている暇もありません。それ

に、パソコンでメールのやケ）とン）も

できます。

　生徒には、テキストと実際の会話

での言いまわし方は違うことを、わ

たしの会話から学んでほしいと思っ

ています。（写真を撮るときの「チー

ズ！」はアメリカも同じでした。す

てきな笑顔が撮れました。事務局）

みるきと会館情報 ほくほく線スタンプラリー開催中
スタンプ10個→ペア宿泊券5組10名　スタンプ7個→バンダイワンダースワン5名様　スタンプ5個→ふるさと小包36名様
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、

雲
O

　
　
　
花
曇
り
の
4
月
1
8
日
に
開
催
さ
れ

　
　
た
東
京
奴
奈
川
会
の
創
立
2
0
周
年
記

　
　
念
総
会
に
は
、
ふ
る
里
松
代
町
か
ら

　
　
関
谷
町
長
を
始
め
と
し
た
大
勢
の
皆

　
　
様
を
ご
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
東

　
　
京
新
潟
県
人
会
並
び
に
東
京
松
代
会

　
　
を
始
め
と
す
る
日
頃
か
ら
交
流
の
深

　
　
い
郷
人
会
か
ら
も
多
数
の
ご
来
賓
に

　
　
お
出
で
い
た
だ
き
、
私
た
ち
を
含
め
、

　
　
鷺
憲
麗
酵
議
薮
避
薮
緯
燕
警
難
、

き
懸
懸
織
嚢
繰
嚢
㈱
蕪

　
饗
糞
嶽
諜
鞭
擬
鍛
簸
難
韓
講
灘

鍵
議
麗
綴
繋
、

　
馨
朔
馨
人
漸
論
」
、
顔
、
釜
隼

懸
灘
撚
灘
獅
欝
羅
蕪
繋
　
　
　
　
　
欝
蝋

擬
霧
・
滋
醗
鰯
難
灘
灘
識
難
灘

きを

バ
の
お
ま
ゆ
の
マ
ゑ

義
・
八
義
⑳
葬
毒
譲
美
騨
．

擬
憲
募
《
の
鞘
芸
蔭
蒙
無

　
婆
総
載
麟
る
璽
の
蒙
簸
能
麟
馨
鱒

　
　
　
　
み
お
　
ダ
ダ
ゆ
　
き

、
驚
鑛
び
蒸
擦
灘
雛
灘
撫
縷
蓑
簸

繁
器
人
つ
輪
ぞ
揃
“
一
洲
9
耳

あ
癒
た
癸
額
勧
・
突
額
．
構
嚢
義
幡

傑磐

翰
幽
ム
．
礎
¢
隼

蓬
お
た
総
ン
壱
響
誤
望
繋
饗
驚

蕪
織
繊
瀧
錬
韓
憲
・
蕊
訟
蟻

㎜
縫
轡
懸
糠
鹸
講
譲
懇
灘
灘
騰
滋
縫
箋

㎜
饗
饗
黛
逸
瀦
宏
け
藩
簿

臨
餐
｝
・
繁
ピ
儀
鳩
盤
勢
饗
　
認
　
』
　
「

人
の
輪
広
げ
二
十
年

東
京
奴
奈
川
会
創
立
二
十
周
年
を
祝
う

　
　
　
小
　
堺
朝
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
府
中
市
在
住
（
室
野
・
中
屋
）

総
勢
㈱
名
が
信
濃
町
千
日
谷
公
会
堂

を
う
め
つ
く
し
て
盛
大
に
記
念
行
事

を
行
い
ま
し
た
．

　
東
京
奴
奈
川
会
は
、
昭
和
54
年
1

月
2
8
日
に
東
京
奴
奈
川
校
友
会
と
し

て
発
足
し
、
平
成
3
年
に
現
在
の
名

称
に
改
め
て
お
り
ま
す
。
会
の
運
営

も
初
代
会
長
の
関
谷
徳
次
郎
氏
か
ら

7
代
目
の
牧
田
典
夫
氏
ま
で
受
け
継

が
れ
、
謝
名
を
上
回
る
仲
間
が
集
る

会
に
育
ち
ま
し
た
。

　
東
京
奴
奈
川
会
が
こ
の
よ
う
に
大

き
く
発
展
で
き
ま
し
た
の
は
、
ふ
る

里
松
代
町
の
皆
様
や
郷
人
会
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
限
り
な
く
温
か
な

ご
支
援
に
よ
る
も
の
と
心
か
ら
感
謝
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東尽　　　聾麹一

だより

〈会則一部改正について〉

6／15の企画委員会において会則

の一部改正の審議を行い下記事項

を次回10／12の役員会に計ること

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
に
と
り
ま
し
て
毎
年
こ
の
時

期
の
総
会
が
楽
し
い
話
合
の
場
で
あ

り
、
旧
知
旧
友
と
の
親
睦
を
は
か
る

場
で
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
記
念

総
会
に
は
実
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会

も
そ
の
意
を
く
み
取
り
、
ふ
る
里
中

心
の
イ
ベ
ン
ト
で
こ
の
日
に
備
え
ま

し
た
。

　
さ
て
、
記
念
総
会
当
日
の
会
場
で

は
室
野
神
楽
保
存
会
の
皆
様
の
舞
台

一
杯
に
繰
り
広
げ
た
獅
子
舞
と
き
ら

び
や
か
な
若
衆
踊
り
で
イ
ベ
ン
ト
の

幕
が
切
っ
て
落
さ
れ
、
そ
の
見
事
な

演
技
に
全
員
が
感
動
し
と
め
ど
な
い

拍
手
喝
釆
で
一
気
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
ぶ

　
山
菜
料
理
と
新
潟
銘
酒
に
鼓
舞
を

打
ち
な
が
ら
、
ふ
る
里
誰
り
の
会
話

が
一
段
と
滑
ら
か
に
な
り
、
笑
い
の

渦
が
会
場
一
杯
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
上
の
句
「
奴
奈
川
会
人
の
輪
広
げ

二
十
年
」
に
ふ
る
里
の
思
い
出
な
ど

を
織
り
込
ん
で
下
の
句
の
短
歌
に
は

一
〇
〇
首
を
超
え
る
投
稿
を
い
た
だ

き
、
厳
選
さ
れ
た
秀
作
十
八
首
が
会

場
に
一
層
の
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

　
舞
踊
や
マ
ジ
ッ
タ
等
が
皆
を
楽
し

ま
せ
豪
華
景
品
が
山
積
み
さ
れ
た
福

引
き
に
移
る
頃
に
は
会
場
の
熱
気
も

最
高
潮
に
達
し
、
神
の
み
ぞ
知
る
そ

の
結
果
は
神
楽
保
存
会
の
皆
様
が
多

く
を
引
き
当
て
て
、
や
ん
や
の
喝
采

で
祝
福
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

　
恒
例
の
盆
踊
り
は
広
い
舞
台
を
所

狭
し
と
し
、
我
も
わ
れ
も
の
行
列
が

■
微
笑
ま
し
い
ほ
ど
で
、
昔
踊
っ
た
境

内
の
思
い
出
を
今
日
の
如
く
に
話
合
っ

にしました。

（1）新入会員初年度の会費について

　現在はいつ入会しても当年度会

費を全額払うことになっておりま

す。これを、1／1～6／30まで

の入会者は金額を、7／1～12／

31までの入会者は、その半額を払

う、に改める。（但し運用面は各地

区毎とする）

（2）企画委員会の構成員について

　当会の会議は現在総会（年1回）

役員会（3回）企画委員会（5回）

があります。この中、企画委員会

の構成員は会長・副会長・副会長

代行・正副幹事長および五委員会

の委員長・副委員長に限ってお｝）

ます。これを企画委員会が必要と

認めた会員も企画委員の資格で参

加できるよう改める。

の
会

て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　
賑
や
か
で
楽
し
か
っ
た
記
念
総
会

も
「
故
郷
」
の
合
唱
で
そ
れ
ぞ
れ
の

ふ
る
里
を
心
の
中
に
そ
っ
と
暖
め
直

　
　
　
　
が
た

し
、
別
れ
難
い
気
持
ち
を
万
歳
三
唱

で
元
気
づ
け
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
呼
び

か
け
る
「
た
っ
し
ゃ
で
の
ー
」
、
「
ら

い
な
又
会
お
う
で
」
な
ど
．
、
ふ
る
里

言
葉
で
更
な
る
健
康
と
再
会
を
誓
い

合
う
光
景
が
ま
さ
し
く
私
た
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
お
開
き
で
あ
り
ま
し
た
。

　
尚
、
ふ
る
里
へ
の
感
謝
と
思
い
出

を
こ
め
ま
し
て
、
さ
さ
や
か
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
児
童
用
シ
ー
ソ
ー
遊

戯
器
を
記
念
品
と
し
て
奴
奈
川
小
学

校
へ
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈ひろば〉

9／4～5　東京奴奈川会は、創

立20周年記念事業の一環として故

郷訪問旅行を行います。

　㊥　米持新吉　智0473－83－1831

・表参道新潟館ネスパスの行事

　　　　　（盈03－5771－7711）

8／21～8／26
「松之山の四季　矢沢春夫写真展」

8／27～8／29
「越後バッカス街道地ワイン、地

ビール、地酒への誘い」「おつまみ

付き試飲」が楽しめます。

！
ー
i
噛
！
！
！
ー
ミ
i
i
隔
1
！
1
！
l
i
㌧
！
ー
i
』
！
1
！
！
1
！
ー
i
i
i
、
！
！
！
ー
i
噛
！
！
！
！
ー
i
i
馳
！
ー
ー
噛
！
！
亀
i
哨
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ー
i
噛
！
！
！
l
i
・
！
！
！
！
l
i
i
噂
！
！
1
1
ー
i
i
…
㌧
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ー
i
i
i
噛
！
1
1
1
1
！
！
！
ー
！
！
！
！
！
！
！
！
ー
i
哨
！
！
！
！
一



響露
誘

今
グ

ー
㍗
Z

　
’
　
　
一
」

ノ
ノ
　
　
　
，
『
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掴

　
一
ル

　
し
　
　
　
，

ン
・

け
σ
〆

　
，
－
し
　
，
　
　
　
　
　
舞
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
呪
材
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
ー
　
　
　
唱
占
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
“
　
　
、

　
　
「
　
一

　
ー
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
“
“
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
■
ー
㌧
伍
　
げ
」
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
幹

　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
メ
勧
・

　
　
　
殴

　
　
　
　
　
　
属
　
　
　
　
猛
一

　
　
　
鼠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
“
悟
“
　
「
－

髪
次
／
　
　
騨
翫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
ゆ
、
「
㌧

　
　
、
一
一
弓
ノ

　
　
　
　
ー
　
　
　
”
　
ぺ
鱒
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒔
　
　
曳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ー

　
　
旨
　
し

ハ
　
ー

疹
’
－
　
　
離
嘉

　
1
㌧
／

　
　
　
　
　
　
’
i
　
　

　
　
－
－
－
　
　
　
　
　
磨

r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
1

r

　
　
　
　
　
一
　
　
　
F

＼

　
　
　
　
　
　
　

．
灘
難
．

猟
、
糖
幅
’

　
　
‘

　
　
　
　
歌

難難
洋

　
に

　
欄
レ

　
鐵
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霧

灘
灘

・
羅

　
叢

　
　
灘
　
　
’
　
　
轟
灘

　
　
短

梅
雨
晴
れ
の
今
日
は
夏
至
な
り

明
日
よ
り
は
日
足
細
る
を
な
ぜ
か
淋

し
む
　
　
　
　
　
　
本
山
祖
道

久
々
に
帰
省
の
娘
ら
と
蛍
狩
り

梅
雨
の
晴
れ
間
の
天
の
川
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
辰
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち

蛍
袋
、
う
る
い
花
咲
く
路
の
辺
に

利
休
鼠
の
雨
降
り
注
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樗
　
　
コ
メ

こ
と
わ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る

理
の
ま
ま
な
ら
ぬ
事
を
記
し
お
き

果
た
せ
得
ぬ
夢
を
孫
に
託
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
井
　
貞
三

め
く
る
め
く
直
射
に
地
肌
を
包
み

隠
し
谷
を
埋
め
て
青
葉
の
繁
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
稔

　
　
し
ぶ
み
句
会

む
ぎ
藁
帽
近
づ
く
笑
顔
は
大
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

ま
た
た
び
の
花
の
盛
り
の
無
人
庵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

串
橋
の
揺
る
る
真
中
ほ
ど
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

万
緑
の
底
を
流
れ
て
ダ
ム
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

梅
漬
け
の
自
慢
話
も
お
茶
受
け
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

老
鶯
に
鳴
き
つ
つ
ま
れ
て
円
通
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

転
作
の
棚
田
に
咲
き
し
独
活
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

夏
帯
の
似
合
ふ
仲
居
の
立
ち
居
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

遠
蛙
水
の
匂
ひ
を
伝
へ
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

　
　
蒲
生
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
か
　
し

田
の
畔
に
俺
の
シ
ャ
ツ
着
て
案
山
子

立
つ
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

も
つ
れ
つ
つ
花
壇
に
遊
ぶ
夏
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

車
道
よ
り
引
き
戻
さ
れ
し
花
南
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

離
村
せ
し
廃
屋
跡
の
草
の
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
あ
ぐ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ね

西
瓜
胡
座
に
ボ
ン
ゴ
打
つ
真
似
孫
の
脛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
　
雪

さ
く
ら
ん
ぼ
屋
台
に
並
ぶ
千
曲
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

鬼
百
合
の
一
な
ら
び
咲
く
崖
の
ふ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

鍬
先
に
夕
日
の
光
梅
雨
明
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

十
薬
を
干
す
荒
縄
を
た
る
ま
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

　竹所会代表幹事の武田勇さんより総

会時の写真と文をいただいています。

今年は、過去最高の74名出席し、5月

23日上野新潟県人会館で行ったそうで

名。故郷から佐藤辰雄さん、五十嵐

冬
虫
夏
草

『
冬
虫
夏
草
』
と
書
い
て
「
ト
ウ
チ
ュ

ウ
カ
ソ
ウ
」
と
読
み
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
虫
の
体
に
キ
ノ
コ
が
生

え
た
も
の
で
、
中
国
で
は
昔
か
ら
冬

は
虫
で
夏
は
草
に
な
る
、
と
い
う
意

味
で
こ
ん
な
呼
び
方
を
し
て
き
た
の

で
す
．

　
こ
の
写
真
は
エ
ゾ
ゼ
ミ
の
幼
虫
が

地
上
に
出
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
、

た
ま
た
ま
こ
の
キ
ノ
コ
の
菌
に
つ
か

ま
っ
て
そ
の
ま
ま
即
死
状
態
で
殺
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ん
え
ん

れ
て
、
そ
の
死
体
に
菌
が
蔓
延
し
て
、

や
が
て
繁
殖
の
た
め
に
胞
子
を
飛
ば

す
必
要
か
ら
「
花
」
に
相
当
す
る
キ

ノ
コ
に
な
っ
て
地
上
に
生
え
た
も
の

を
偶
然
発
見
し
た
も
の
で
「
オ
オ
ゼ

ミ
タ
ケ
」
と
い
う
種
類
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
ア
リ
や
カ
メ
ム
シ
、

ト
ン
ボ
、
ク
モ
な
ど
に
寄
生
す
る
種

類
も
あ
り
、
中
国
で
は
あ
る
種
類
の

ガ
の
幼
虫
に
人
工
的
に
寄
生
さ
せ
て

不
老
長
寿
の
霊
薬
と
し
て
販
売
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
福
島
の
『
か
み
』
出
身
で
北
魚
沼

郡
湯
之
谷
村
に
お
住
ま
い
の
西
潟
哲

雄
先
生
は
こ
の
よ
う
な
冬
虫
夏
草
に

詳
し
く
ご
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

オ
ニ
ヤ
ン
マ
に
寄
生
し
た
「
ヤ
ン
マ

タ
ケ
」
と
い
う
不
気
味
な
写
真
を
送
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
冬
虫
夏
草
の
菌
は
バ
ッ
カ
ク

菌
と
い
わ
れ
る
も
の
の
仲
間
で
い
ろ

い
ろ
な
タ
イ
プ
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

死
ん
だ
昆
虫
な
ど
に
つ
く
の
で
は
な

く
、
生
き
た
昆
虫
な
ど
に
と
り
つ
く

と
、
そ
の
虫
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
よ
う
に
そ
の
場
で
即
死
し
、
そ

こ
か
ら
菌
の
繁
殖
が
始
ま
る
の
だ
そ

う
で
す
か
ら
、
自
然
界
は
不
思
議
な

現
象
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
も
の
を
発
見
す
る
の
は
偶

然
の
た
ま
も
の
で
す
が
、
「
上
を
む
い

て
歩
こ
う
」
で
は
な
く
「
下
を
向
い

て
歩
こ
う
」
と
い
う
態
度
で
観
察
す

れ
ば
、
あ
な
た
に
も
発
見
の
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
心
し
て
観
察
眼
を
働
か
せ
て
歩
く

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

（
写
真
と
文
　
高
橋
八
十
八
／
参
考

写
真
　
西
潟
哲
雄
氏
）
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1燵鐵鐵羨麟麟灘盤雛鵜額鐵　　1

　藩齢顧睡翻類『．1

　7月7日、松代町ライオンズ　｝

クラブ（村山達三会長）が、ふ　｛
　　　　　りそう　　　　　　　 ノ

るさと会館で、「里創の夢を語り　1

合おう」と題して、里創プラン　季

事業の意見交換会を行ないまし　1

た。　　　　　　　　｝
当日は、町内のほか十日町か　～

らも駆けつけた参加者もあを）、　～

　
新
潟
県
で
は
、
松
代
高
校
付
近
か

ら
バ
イ
パ
ス
と
な
る
部
分
と
現
在
の

国
道
が
交
差
す
る
付
近
に
里
創
プ
ラ

ン
事
業
と
連
携
し
た
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
あ
っ
た
親
し
み
や
す
い
公

園
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
、
住

民
か
ら
広
く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〈
募
集
人
員
〉
1
5
名
程
度

〈
対
象
〉
特
定
し
ま
せ
ん

〈
募
集
締
切
〉
8
月
末
日
ま
で

〈
申
込
方
法
〉
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
役

場
企
画
振
興
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
電
話
に
よ
る
申
込
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
（
奮
0
2
5
5
9
1
7
1

2
2
2
0
内
線
4
1
）

㈱
漏
鮒
罐
踊
驚
鴨
灘

麓
霧
惚
揚
嬰
繭

鷺
謬
篇
肇
藷
辮

住
を
し
桜
ん
え
一
リ
こ
、
る
要
の

＼
い
と
る
さ
交
ア
ラ
熟
あ
必
な

が
合
ア
い
一
を
。
ヤ
事
力
る
何

程
し
イ
て
健
告
る
ギ
。
魅
け
は

人
話
テ
つ
柳
報
れ
街
る
、
つ
と

30

な
ン
わ
や
動
訪
店
あ
て
び
こ
えていこつ」といった意見が出　、　　　　　　　◎　　　　　　　◎

ました。そして、「里創プランを

町の活性化に役立てていくこと

で、今後も計画に関わっていく

こと」で意見集約し、終了しま
した。

事業をすすめる企画振興課で

は、松代で活動するアーティス

トがある程度決まる8月から、

ギャラリーロードの説明会を行

うことにしています。事業の中

心となる商店街の皆さんや松代

区の方を対象にした説明会を、

まず行うとのことです。

ミ日18すて
1ま日○は1で休）　’
｛に　　　一

1不　 括

｛燃　　 次

1ご　　の
｛

｝

ξ

～

1収収日こ今種ジ卓中次
1集集にれ後ス・上止の
1方日収らのプトコし品
1法i集に対レ1ンま目
｛i11しつ応1チロしに1前月まい　缶用用たつ
　　　　　　　　　O

このほか随時入ってくる情報　｝

を、広報で提供していくことに　1

しています。　　　　　　　　　1

ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ

ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
各

「撃つ薔薇』

大沢在昌（光文社）

「障害をもつ子を

　　　生むということ』
野辺明子他編集（中央法規）

対象となるもの

い
て
は
、
収
集
を

み
収
集
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

羅

　
太
平
友
の
会
（
相
沢
勇
会
長
）
を

中
心
に
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
太

平
地
区
が
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
運

動
推
進
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
県
や
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
平
成

13

年
3
月
末
ま
で
の
2
年
間
、
地
域

ぐ
る
み
の
活
動
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

「ザリガニ同盟」

作今村葦子（学研）

「こうまがうまれたよ」

絵夏目尚吾
文　長崎源之助（童心社）

「赤ずきん』

絵　和歌山静子

文立原え｝）か（講談社）

国民健康保険の保険証がむらさき色に：かわります

　9月1日から国民健康保険の保
険証が新しいものにかわります。

今までの黄色のものからむらさ

き色のものへかわります。

各区長さんをとおして8月下旬

に新しい保険証をお届けします。

その際、古い保険証は回収します

ので、区長さんに渡してください。

なお、古い保険証は8月末で使

えなくなン）ますのでご注意くださ

）、o

　　住民課国民健康保険係
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　石黒良泉さん
　（室野・洞泉寺）

6自29日付けで．石黒良泉

さんが、全国人権擁護委員連

合会長表彰を受けられました。

多年にわたる人権擁護活動

の功績が認められたものです。

《石黒良泉氏経歴》平成元年

12月／日より人権擁護委員を

つとめ．現在に至ります。

　、講霞i鰯鱗』』、．

　繧籔蕪雀轍塞『・

夏休み．室野子ども会では．

洞泉寺で朝学習をします。こ

れは、住職の石黒良泉さんが￥

行っているもので．今年で14

年目になります。

取材の7目30日も￥ラジオ

体操を終えると．まず￥座禅

からはじまりました。足のし

びれが切れないうちに読経。

それから、児童は．それぞれ

読書や課題学習。その後石黒

さんが￥中学生の作文を読ん

で聞かせます。この日は、「障

害について」でした。小さい

子にはむつかしそう。それで

も．最後に怖いお話と称して

石黒さんが読む本には．みん

な身を乗り出して聞き入って

いました。

全部で／時間ほどかけて行っ

ています。毎臼かかさず通う

子ども達と相手をする石黒さ

ん￥夏バテをしないよう乗り

切ってください。

それにしても￥こうした貴

重な体験ができる室野の子ど

も達がうらやましく思えまし

た。（事務局）

日　時　10月2日仕）正午～3日（日）正午

会場松代町クロスカントリーコー

　　ス
競技方法　1チーム10名以内の選手で

　　　2．1キ．コースの周回数を競い

　　　ます。
参加資格　高校生以上の一般アマチュ

　　　ア競技者に限る（男女不問）

参加料　1チーム15，000円

申込期限　9月3日㈲必着

申込書の請求・問い合せ

松代町総合体育館内

ロ・マン24inまつだい係宛

公02559－7－3752

〒942－1526東頸城郡松代町松代4008

その他　申し込みの際参加料納付して

　　　もらいます。詳しくは事務局

　　まで。

擁

レ

鑓・簡幕

日時　9月5日（日）

　　開場　午後6時OO分
　　・開演　午後6時30分

会　場　松代町総合体育館

主な曲目　ポピュラー音楽やクラッシ

　　　クを演奏します。
入場料　無料です。どなたからも楽し

　　めます。駐車場に限りがケ）ま

　　すので、電車等利用ください。

　　なお、整理券は発行していま

　　せん。
問い合せ　松代町教育委員会

　　　盈7－2301
主　催　松代町・松代町教育委員会

後　援　松代町文化協会

サ
マ
U
イ
ベ
ン
ト

　
ー
ぐ
る
り
安
塚
小
さ
な
旅

　
安
塚
町
全
体
が
ま
る
ご
と
イ
ベ

ン
ト
芸
術
館
と
な
る
夏
の
企
画
も

今
年
で
3
年
目
。
今
年
は
イ
ベ
ン

ト
期
間
が
8
月
7
日
～
2
2
日
の
1
6

日
間
で
、
催
し
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。

一
日
で
は
遊
び
き
れ
な
い
安
塚
の

夏
休
み
．

　
来
な
け
れ
ば
、
損
す
る
こ
と
請

合
で
す
．

　　　　　　　　灘蓬善．灘鑛癖雛纏蘇き．鱗灘⑰『

　
　
　
　
　
　
　
屑
　
易

韓
…
騨
螺

　
＾
＾
b
、
｛
．
．
、
、
蔭
め
人
、
〆

一
》
a
　
　
　
t
，
、
↓
、
慈

璽
．
響
耀

　夏休みの

　一日は

　安塚で決まり
脅

　　（安塚町）

　
町
内

庫
・
‡

様
々
な
・

プ
ン
ー
0
一

イ
で
は

記
念
イ

林
家

笑
点
を

◆
問
い
・

2
4
3

盈
2
1

課1　に　生レ1身車
　　　　　　　　O

観る
会　　場 内　　容 期　　間

雪だるま温泉「雪の湯」 「五月光」一座公演 8月1日～29日
キューピット・バレイ 林家木久蔵ふるさと絵画展 8月14目

町民会館・旧J　A小黒支所

キコーピットバレイ
第2回ゆきの国収蔵庫美術展 8月7日～21日

まちかど美術展 8月7日～21目

キューピットバレイ 林家木久蔵講演会 8月14日

キューピットバレイ 大盆踊り大会 8月14Eヨ

安塚町町民会館 やすづか商業元気まつり 8月6日～8日
雪だるま高原スケッチ大会 8月7日

キューピットバレイ 周富輝トーク＆ランチバーティー 8月22日

キューピットバレイ 木久蔵ラーメンまつり 8月7日～21日
町　　内　　飲　　食　　店 わが店の味自慢 8月7日～22∈ヨ

A　コーブ安塚店 ふるさとやすづか五穀豊穣祭 8月13日



　　　　羨く
おつ・．

o。
謙

凄

　　　　あや
武田　彩、
　　4　歳
太平・まつしろや

　　　ゆういち
南雲優一くん

　　4　歳
室野・おきのや

　　　り　え
小堺里恵、
　　4　歳
蓬平・まつみね

　生産者が消費者や販売業者に

直接米を販売するときは、あら

かじめ食糧事務所に届出をして

ください。

　米の流通量や実態把握をとお

して、米の需給と価格の安定を

図る基礎とします。なお、届出

用紙は、農協や農林課窓口にあ
ります。

◇提出先及び問い合わせ

　新潟食糧事務所十日町支所

　（盈0257－57－6521・

　　　　　圃0257－57－6522）

詞難讐盤鰹難鑛彊灘藝
縷礫藩灘響灘難離翻餐

　高齢者、知的障害者、精神障

害者、身体障害者の方の不動産

や相続、遺言、贈与などに関わ

る問題および介護、福祉に関わ

る問題について、司法書士と社

会福祉士が、電話による相談を

受け付けています。

◇日時　9月12日（日）午前10時

　から午後4時まで
◇電話番号　025－226－5083

◇その他　相談は無料。秘密は

　厳守します。

◇対象　点字を全く知らない方．

　を対象に、テキストに沿って

　点字を打って頂き、郵送され

　たものを添削して送｝）返す方

　式で、点字をマスターすると

　ころまでご指導します。

◇期間　10月1日から1年間

　（期間中何回でも添削を受け

　ることができます。）

◇費用　12，800円

　（点字指導料、点字練習器、

　用紙および補助教材を含む）

◇申込期限　9月25日仕）

◇その他　点字図書館主催のも

　のなので、全国どこから参加

　しても郵送料は無料です。

　　ボランティアを育成する講

　座で、活動の相談にも応じて

　います。

◇問い合わせ及び申込み先

　市川点字図書館通信部

　　　（智・囲03－5439－6772）

　〒108－0014港区芝4－7－6

　　　　　（尾家ビル1階）

　国立妙高少年自然の家の施設

を一般に開放します。また、参

加各国の文化や遊びを通して交

流を深めることを目的に開催し
ます。

◇主な催し　星座や野鳥観察、

　野外活動、コンサート等

◇日時　9月25日（土）～26日（日）

◇会場　国立妙高自然の家

◇対象　家族や団体グループ等

　どなたでも参加できます。

◇定員　本館200名、キャンプ200

　名（高校生以下は保護者同伴）

◇参加費　小学生以下1，670円

　　　　中学生以上1，710円
◇その他　日帰り参加は自由（小

　学4年生以下は保護者同伴）

◇申込み及び問い合わせ

　国立妙高少年自然の家

　　　　　（暦0255－82－4321）

　〒949－2335中頸城郡妙高村関山

　　　　　63223－2

◇日時　9月25日（土）～26日（日）

◇会場　新潟県少年自然の家

◇対象　小中学生とその親100名

◇募集期間　8月27日㈹～9月

　2日㈲　午前9時～午後5時
◇申込方法　電話により申込む

◇参加費　3，700円

◇申込み及び問い合わせ先

　新潟県少年自然の家

　　　　　（盈0254－46－2224〉

◇日時　8月20日（金）10時～

◇会場　東北電力十日町営業所

◇内容　調理実習（スコーンと

　ジャム）午後1時～奥清津発

　電所見学

◇対象　親子（子どもは小学生）

◇受講料　500円

◇定員　9組

◇用意するもの　エプロン

◇申込先　十日町営業所

蛙鐵翻繋繊醗騨灘越
墨
，
灘
　 灘i馨　難

　　　　8月無休
◇日時

　24・26日　標本教室

　　　　　午前9時～

　22・29日　雪の結晶のふしぎ

　　　　　午後1時～3回実
　　　　　施（侭0255－44r2122）

　工作広場・子ども自然ミュー

ジアム毎日開催

◇時間　午前9時30分～
◇受付　受付・料金はフロント

　　　　　（奮0257－41－3355）
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灘
謙

、
o

餌
，
．

調
　麹

審望欝麹灘艦隣潜翻麟．

◇日時　9月15日（敬老の日）

　　　　午前10時～午後3時
◇会場　十日町市民会館駐車場

　　　（雨天隣りの市民体育館）

．建鍵鶴撚麟
　闘設癖慧艶麗『

　工事契約や融資のことなど、

よケ）よい住宅やまちづくりのた

めに、わからないことは何でも

相談してください（電話による

相談も受け付けています）いず

れも無料。

建築士による相談

◇日時　月曜～金曜

　　　午前9時～午後4時
弁護士による相談

◇日時　8月25日㈱

　　　午後1時～4時
◇会場及び問い合わせ

　働新潟県建築住宅センター

　　　　　（盈025－283－0851）

　〒950－0965新潟市新光町11－7

　　　　　　新潟光ビル2階

　　　瓢潟嬢羅叢纏盤嚢

　　　　　簾馨園
　霧嗣法警叢叢鞍欝鵜籔鐙『

　　羅麹激鞭纏錘醜

　高齢の方や障害を持っている

人の不動産や相続に関わる問題

について電話による相談を受け

付けますので、ご利用ください。

◇日時　9月12日（日）

　　午前10時～午後4時まで
　　　　　　盈025－226－5083

15

』
縣
懸
鐙
業 の設灘羅緩鰭癒

鐵翼躍薩霧．

設備近代化資金貸付制度

　設備を導入する際代金の50％

を県が無利子にする制度です。

◇利用限度額　100～4，000万円

◇償還期問　1年据置4年

設備貸与制度

　希望設備を公社がかわって購

入し、分割販売またはリースす

るものです。

◇利用限度額　100万円～6，000

　万円

◇貸与期間　3年（分割4年半）～

　7年
◇利息等　分割2．75％～リース

　1．408％～

◇問い合わせ先　㈲新潟県中小

　企業　　（盈025－285－OO25）

黙麟鱗纈禰鰹灘
◇職種　助産婦、看護婦（士）

◇受験資格　いずれも昭和45年

　4月2日以降に生まれた人で

　該当する免許取得者または12

　年度免許取得見込みのある人

◇試験日　9月26日（日）、県庁を

　予定。合格者に10月下旬通知。

　2次試験は11月予定

◇受付期間　8月17日～9月6
　日まで

◇受験手続等問い合わせ先

　病院局総務課職員係

　（盈025－285－5511

　　　　　内線3665か3669）

受験講習及び受験申込

◇受付期間　9月6日（月）～9月
　17日（金）

◇受付場所　松代町建設課下水

　道係（盈02559－7－2220内線44）

受験講習

◇日時　11月12日㈹　午後1時

◇会場　上越商工会館

◇受講料　5，000円

認定試験

◇日時　11月21日（日）午前10時

◇会場　上越地域職業訓練セン

　ター

◇受験料　3，000円

擢塵越灘駆灘羅瑳転
　　　　鑛糠畿鯛饗

◇日時　8月19日（木》～20日（金）

　　　午後1時30分～3時
◇会場及び問い合わせ

　　上越テクノスクール

　　（盈0255－45－2190）申込不要

　　税狸盤饗叢霞糞灘

　税務穂謙癒の開設

◇期日　8月18日㈱
　　　　9月1日（水）

◇会場　税理士会高田支部

◇その他　あらかじめ電話で予

　約が必要です。

　税理士会高田支部

　　　　　（暦0255－23－6557）

　　上越市本町5－2－3

　　　　　アイコービル2階

繕叢添鯛煮蓬捜籔鶉談

擁の開設燵響樋難

　家族や知り合いで行方がわか

らくなり、消息が知れず、困っ

ている方は、相談においでくだ
さい。

◇期問　8月末まで
◇問い合わせ　県警本部鑑識課

　（盈025－285－0110内線4641）

　薩衛癒醜離募葉撚

　防衛庁では次のとおぴ）各種学

生を募集しています。

◇お問い合わせ

　自衛隊　新潟地方連絡部　高

田募集事務所（暦0255－23－5519）

　募集項目・志願票（願書）・パ

ンフレット等あります。

募集種目 資　　　格 受付期間

防
衛
大
学
校
学
生

推薦
（男・女）

高卒（見込）21歳未満の者

高等弱交長の推薦等、別途

資格が必要。

9月6日

　～
9月10日

一般
（男・女）

高卒（見込）

21歳未満の者

9月14日

　～
10月13日

防衛医科大学校

　学生
　（男・女）

高卒（見込）

21歳未満の者

9月14日

　～
10月13日

看護学生

（女子のみ）

　高卒（見込）

21歳未満の女子

9月14日

　～
10月13日
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市川　勝也さん

　　（松代・まいさか）

私

の

』
目重

　
ま
い
ど
お
騒
が
せ
し
て
お
り
ま
す
。

　
㈲
松
城
工
務
店
の
ホ
ー
プ
、
市
川

勝
也
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
高
校
卒
業
後
、
す
ぐ

こ
の
松
城
工
務
店
に
入
社
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
入
社
3
年
目
の
こ
の
春
、

3
月
2
0
日
、
7
時
5
0
分
頃
左
手
の
中

指
第
一
関
節
ち
ょ
っ
と
上
の
と
こ
ろ

か
ら
、
指
を
切
り
落
と
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
血
は
さ
ほ
ど
大
量
に
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
＼
切
断
さ
れ
た
指
か

　　　　　灘葦霧、欺、・

叢鼻簿韓　　壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・獄、，

　
　
　
　
　
何
と
か
十
日
町
病
院
に

　
　
　
　
　
　
わ
た
し
の
他
に
も
緊

急
患
者
の
人
が
何
人
か
い
ま
し
た
。

中
で
も
一
人
、
意
識
不
明
の
重
体
の

人
が
い
て
、
結
局
自
分
の
手
術
の
番

は
あ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

不
安
な
面
持
ち
で
、
長
い
時
間
待
っ

た
気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
m
時

50

分
頃
、
よ
う
や
く
手
術
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
指
を
切
断
し
て
か
ら
3
日
間
、
あ

れ
こ
れ
悩
み
、
わ
た
し
は
眠
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
そ
の
「
事
件
」
か
ら
一
ヶ
月
半
し

て
、
よ
う
や
く
わ
た
し
は
仕
事
に
復

帰
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

行　中ボら
きそはロは
まの真ボ骨
し後つロが
た’白oむ
○何i突き
わとo然だ
たか　のし
し十　こに
の日　とな
他町　にり
に病　 ”も院　頭肉
緊に　のは

　松代本町通りのフードセンター

建物が、大変危険な状態になっ

ています。この建物については、

安塚土木事務所および安塚警察

署と町役場で対策を協議してい
ます。

　建物の壁、コンクリートの破

片などの落下物が予想されます

ので、子どもが建物に近づかな

いよう家庭でも注意してくださ

レ、o

と
き
の
会
社
の
人
達
の
第
一
声
は
、
「
お

ま
え
、
指
ど
う
し
た
の
。
」
な
ど
と
ふ

ざ
け
る
に
も
限
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。

最
悪
の
連
中
で
す
。

　
指
を
切
断
し
て
し
ま
い
、
一
度
は

大
工
を
や
め
て
し
ま
お
う
と
ま
で
思

い
ま
し
た
が
、
こ
の
仕
事
を
や
め
て

も
わ
た
し
に
残
る
も
の
な
ど
何
も
な

い
し
、
親
方
や
ほ
か
の
社
員
の
皆
さ

ん
に
も
、
ま
だ
、
今
ま
で
借
り
た
恩

も
返
す
こ
と
も
で
き
な
い
で
す
し
…
。

こ
の
仕
事
、
結
構
面
白
い
で
す
し
ね
。

　
最
後
に
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
皆
さ
ん
体
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

　
決
し
て
、
わ
た
し
の
よ
う
に
な
ら

な
い
よ
う
、
仕
事
に
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

開
館
　
平
日
午
後
1
時
～
6
時

　
　
　
休
日
午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

休
館
日
　
月
曜
と
火
曜

電
話

　男　2，185人　　（±0人）

　女2，241人（＋1人）
　計4，426人（＋1人）
世帯数1，437世帯（＋1世帯）

　出生1人　　死亡1人
　転入4人　　転出3人
　　　（11年7月末日現在）

一人口の動き一

圏團《》團回
（6月26日～7月25日）

元気な良い子に（出生）

　　　サクラ山本　　桜㌧浩一郎・清子さん

　（犬伏・女の子・とくぜん）

ご冥福をお祈りします（死亡）

牧田　昌一さん　　　　　74歳

　　　　　　（峠・こざわ）

、　建物に注意

』
葦

圃
園
圏
圃

　
先
日
、
八
王
子
と
の
交
流
に
汗
す
る
地

元
の
方
は
、
「
自
分
の
地
域
は
い
い
も
の

だ
、
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

だ
け
で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
活
動
を
と
お
し
て
「
最
近
、
地
域

の
中
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
子
が
増
え
て

き
て
」
と
、
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
「
交
流
を
き
っ
か
け
に
地

域
を
見
直
す
い
い
材
料
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
が
あ
っ
た
こ
ろ
、
自
分
の
子
ど
も
が

こ
の
学
校
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
、
学

校
を
と
お
し
て
二
つ
の
地
区
が
結
び
つ
い

て
い
た
こ
と
を
、
学
校
が
な
く
な
っ
て
し

み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
た
、
新
し
い

『
交
流
』
と
い
う
か
た
ち
で
、
八
王
子
の

子
ど
も
達
と
い
っ
し
ょ
に
地
元
の
子
が
育

つ
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
わ

た
し
自
身
も
い
ろ
い
ろ
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
切
な
の
は
、
地
域
住
民
が
地
域
に
関
心

を
持
つ
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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